
秦野キャンパスアクセスマップ

5月29日（土）オープンキャンパスタイムテーブル・スクールバス時刻表

小田急線
秦野駅南口

スクールバス
乗り場

マスク着用、検温と
手指消毒へのご協力
をお願いいたします。

【午前の部　10:00-12:30】

スクールバス スクールバス

秦野駅南口　9：20　9：40 短大4号館前　　11:10 11:50 12:20 12:40

9:30 9:40 9:50 10:00 10:10 10:20 10:30 10:40 10:50 11:00 11:10 11:20 11:30 11:40 11:50 12:00 12:10 12:20 12:30 12:40 12:50 13:00 13:10 13:20 13:30

10:00~11:00　4号館 11:00~11:30、11:10~11:40 11:40~12:10　1号館

大学説明会 キャンパスツアー 模擬授業

11:00~12:30　4号館

■個別相談　■過去問、資料コーナー　■マンション、アパート案内　等

12:20~13:45 4号館前出発 （13:45秦野駅、14:00短期大学戻り）

秦野学生会館見学バスツアー

【午後の部　14:00-16:30】

スクールバス スクールバス

秦野駅南口　13：20　13：40 短大4号館前　　15:10 15:50 16:20 16:40

13:30 13:40 13:50 14:00 14:10 14:20 14:30 14:40 14:50 15:00 15:10 15:20 15:30 15:40 15:50 16:00 16:10 16:20 16:30 16:40

14:00~15:00　4号館 15:00~15:30、15:10~15:40 15:40~16:10　1号館

大学説明会 キャンパスツアー 模擬授業

15:00~16:30　4号館

■個別相談　■過去問、資料コーナー　■マンション、アパート案内　等

★お申し込みはこちら★

課外活動紹介 卒業生体験談

課外活動紹介 卒業生体験談



・会場では間隔を空けて席をご用意し、会場の換気を定期的に行います。

・感染症拡大予防の観点および本学の教室規模を鑑み、プログラムを事前予約制
といたします。個別相談は、当日ご案内いたします。

・付き添いの方は1名まででお願いいたします。

2021年5月29日（土） 英語科・模擬授業一覧 ＊AM・PM同内容です

准教授
神谷雅仁

"Do you have a pen?" この英文を日本語
にできますか？～日英間の翻訳から見
えてくる言語と文化の接点

ことばはそれが使われる社会や文化とは切り離すことができないほど密接につながっています。
中でも、言語（構造）がその話者の世界観・物の見方・考え方などに影響を与えるというとい
うことはよく知られています。これはサピア＝ウオーフの仮説と呼ばれますが、その仮説によ
ると、私たちがどのようにこの世界を見ており、またどのように物事をとらえているかは、自
分たちの母語による「現実の切り取り方」の違いに起因すると言われます。このようなテーマ
のもと、日本語と英語の翻訳作業を通して、二言語間に横たわる言語化される情報の差異とそ
こからくる認識のズレについて考察します。

准教授
ティモシーグールド

Some Tips for Better Conversations

In this lecture we will talk about how to solve problems many students have when they try to 
participate in real conversations in English. We will work on developing some strategies to help students 
express their opinions more clearly and also learn some ways to handle other conversation problems. 
This is a practical lecture, so students will have a chance to participate in guided conversations with a 
partner or small group.

教授
丹木博一

哲学のすすめ: ものごとの価値について
考える

現代の社会では、すぐに役に立つか、快適さを与えてくれるか、効率的であるかといったこと
が、大切な価値と見なされています。そして価値の大小は、それに支払われる貨幣の値、つま
り金額によって一律に測定できると考えられています。しかしそれは本当に正しい考えでしょ
うか。そうした考えが流布することによって、より重要な価値が見失われてしまうということ
はないでしょうか。有用性や快適さや効率より遥かに重要な価値があるということを、基本に
立ち返って考えてみたいと思います。


